
1　令和２年 10 月 20 日
一般社団法人
全国森林土木建設業協会会報 第 159 号

第159号
令和２年10月20日

一般社団法人
全国森林土木建設業協会

〒100-0014 東京都千代田区永田町2−4−3
永田町ビル４階

TEL.	03−3581−3336
FAX.	03−3581−3341

発 行
責任者	川 野 康 朗

令
和
３
年
度

林
野
庁
関
係
予
算

概
算
要
求
の
概
要

　

令
和
３
年
度
予
算
は
、「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
～
危

機
の
克
服
、そ
し
て
新
し
い
未
来
へ（
令

和
２
年
７
月
17
日
閣
議
決
定
）」（
骨
太

方
針
２
０
２
０
）
を
踏
ま
え
、「
令
和
３

年
度
予
算
の
概
算
要
求
の
具
体
的
な
方

針
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
７
月
21
日
閣

議
財
務
大
臣
発
言
要
旨
）」
に
基
づ
き
、

概
算
要
求
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
は
、
令
和
３
年
度
予
算

の
概
算
要
求
に
つ
い
て
、
９
月
30
日
の

農
林
水
産
省
議
を
経
て
、
同
日
に
対
前

年
度
比
20
・
０
%
増
の
２
兆
７
，７
３
４

億
円
（
国
費
）
を
財
務
省
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

林
野
庁
の
令
和
３
年
度
予
算
概
算
要

求
額
の
総
計
は
、対
前
年
度
比
15
・
９
%

増
の
３
，４
８
２
億
８
，４
０
０
万
円

（
国
費
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
）。

　

事
業
別
概
算
要
求
額
は
以
下
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

森
林
整
備
事
業
（
公
共
）

【
１
４
９
，１
５
８

�

（
１
２
２
，２
６
１
）百
万
円
】

「
紅
葉
と
初
冠
雪
の
白
山
」

　

白
山
は
、
石
川
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
岐
阜
県
の
４
県
に
ま
た
が
り
、
富
士
山
、
立
山

と
と
も
に
日
本
三
霊
山
の
一
つ
で
す
。
白
山
一
帯
は
、
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
石
川
県
の

郷
土
の
花
で
あ
る
ク
ロ
ユ
リ
や
県
鳥
の
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

�

写
真
提
供
：
石
川
県
森
林
土
木
協
会
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◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
と
林
業
の

成
長
産
業
化
を
実
現
し
、
国
土
強
靱
化

や
地
球
温
暖
化
防
止
等
に
も
貢
献
す
る

た
め
、
間
伐
や
主
伐
後
の
再
造
林
、
幹

線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等
を
推

進
し
ま
す
。

◎〈
事
業
目
標
〉

　

森
林
吸
収
量
２
・
０
%
以
上（
平
成
25

年
度
比
）
の
確
保
に
向
け
た
間
伐
の
実

施
（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま

で
の
10
年
間
の
年
平
均
：
45
万
ha
）

◎〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
間
伐
や
路
網
整
備
、
再
造
林
等

・�

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

【
３
７
，４
５
１

�

（
２
３
，４
９
１
）百
万
円
】

・�

森
林
資
源
循
環
利
用
林
道
整
備

事
業

【
４
，１
６
４

�

（
２
，０
５
１
）百
万
円
】

・�

林
業
専
用
道
整
備
事
業

【
８
４
５

�

（
１
，０
１
７
）百
万
円
】

・�

山
村
強
靱
化
林
道
整
備
事
業

【
５
０
０
（　

ー　

）
百
万
円
】

・�

林
道
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

促
進
対
策
事
業

【
５
２　
（　

ー　

）
百
万
円
】

①�　

再
造
林
や
間
伐
等
の
森
林
整

Ⅱ　

治
山
事
業
（
公
共
）

【
７
４
，０
５
８

�

（
６
０
，７
０
３
）百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

激
甚
な
山
地
災
害
か
ら
の
復
旧
と

と
も
に
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
う

短
時
間
豪
雨
の
発
生
回
数
や
総
降
水

量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
山
地
災
害

の
発
生
リ
ス
ク
の
増
大
を
踏
ま
え
、
山

地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
災
害
リ

ス
ク
の
把
握
や
治
山
施
設
の
設
置
等

の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
的
な
対
策
、

流
木
対
策
等
の
治
山
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

◎〈
事
業
目
標
〉

　

周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止
機
能

等
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
た
集
落
の
増
加

（
約
56
・
２
千
集
落［
平
成
30
年
度
］→
約

58
・
６
千
集
落
［
令
和
５
年
度
］）

◎〈
事
業
の
内
容
〉

１�

．
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
お

け
る
総
合
的
な
山
地
災
害
対
策
の

推
進【

１
，１
２
６

�

（
９
３
９
）百
万
円
】

　

豪
雨
等
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
を

対
象
と
し
て
、
崩
壊
危
険
箇
所
の

把
握
に
効
果
的
な
レ
ー
ザ
計
測
等

を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
警
戒

備
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
健
全

な
森
林
を
育
成
し
ま
す
。

②�　

森
林
資
源
が
充
実
し
た
区
域

等
に
お
い
て
、
路
網
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
整
備
し
ま
す
。

③�　

防
災
上
重
要
な
幹
線
林
道
の

開
設
・
改
良
を
支
援
し
、
林
道

の
強
靱
化
を
推
進
し
ま
す
。

④�　

林
道
施
設
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

の
確
実
か
つ
適
正
な
処
理
を
支

援
し
ま
す
。

２�
．
台
風
等
の
気
象
害
を
受
け
た
被

害
森
林
や
奥
地
水
源
林
の
整
備

・
特
定
森
林
再
生
事
業

【
２
，５
３
７

�

（
２
，３
９
９
）百
万
円
】

・
水
源
林
造
成
事
業

【
２
７
，８
９
８

�

（
２
５
，２
４
７
）百
万
円
】

①�　

気
象
害
等
の
被
害
森
林
や
奥

地
水
源
林
等
に
つ
い
て
、
公
的

主
体
に
よ
る
復
旧
・
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

②�　

重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
の

森
林
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
で

災
害
の
未
然
防
止
に
つ
な
げ
ま

す
。

避
難
体
制
整
備
、
治
山
施
設
の
設

置
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を

一
体
的
に
行
う
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

２�

．
山
地
尾
根
部
に
お
け
る
崩
壊
予

防
等
予
防
治
山
対
策
の
推
進

【
４
，７
０
０

�

（
３
，０
７
７
）百
万
円
】

　

山
地
尾
根
部
の
崩
壊
に
よ
る
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
、

被
害
を
未
然
防
止
す
る
た
め
の
崩

壊
予
測
・
発
生
源
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

３�

．
流
木
災
害
の
未
然
防
止
に
向
け

た
保
安
林
整
備
の
推
進

【
２
，７
６
５

�

（
２
，５
２
６
）百
万
円
】

　

豪
雨
に
よ
る
流
木
発
生
リ
ス
ク

の
増
大
を
踏
ま
え
、
被
害
の
未
然

防
止
の
た
め
、
保
安
林
整
備
と
一

体
的
に
行
う
渓
流
沿
い
の
危
険
木

除
去
を
推
進
し
ま
す
。

４�

．
効
率
的
な
復
旧
対
策
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
等
新
技
術
導
入
の
推

進【
２
７
，７
２
６

�

（
２
２
，０
２
２
）百
万
円
】

　

災
害
の
多
発
化
・
激
甚
化
に
伴

い
難
工
事
が
増
加
す
る
中
、
施
工
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の
効
率
化
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
リ
モ
ー
ト
施
工
な
ど
新
技

術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

（
関
連
事
業
）

　

た
め
池
等
へ
の
被
害
抑
制
の
た
め
の

治
山
対
策
推
進

　

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
の
取
組

と
し
て
、
農
地
防
災
の
取
組
と
連
携
し

た
た
め
池
・
農
地
等
の
上
流
部
に
お
け

る
治
山
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅲ�　

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
（
公
共
）

【
１
１
３
，１
３
０

�

（
９
４
，２
７
５
）百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
す
る
農

林
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
農
山
漁
村
の

防
災
・
減
災
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

◎〈
事
業
目
標
〉

・�

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農

地
面
積
の
８
割
と
な
る
よ
う
農
地

集
積
を
推
進［
令
和
５
年
度
ま
で
］

・�

木
材
供
給
が
可
能
と
な
る
育
成
林

の
資
源
量
が
20
・
７
億
㎥
に
増
加

す
る
よ
う
林
道
等
の
路
網
整
備
を

推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

・�

大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る

地
域
等
に
お
い
て
海
岸
堤
防
等
の

整
備
を
推
進

◎〈
事
業
の
内
容
〉

１�

．
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
地

　

�

域
の
実
情
に
応
じ
て
農
山
漁
村
地

域
整
備
の
目
標
等
を
記
載
し
た
農

山
漁
村
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

２�

．
農
業
農
村
、森
林
、水
産
の
各
分

野
に
お
い
て
、
農
山
漁
村
地
域
の

生
産
現
場
の
強
化
や
防
災
力
の
向

上
の
た
め
の
事
業
を
選
択
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�　

農
業
農
村
分
野
：
農
用
地
整

備
、
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、

海
岸
保
全
施
設
整
備
等

②�　

森
林
分
野
：
予
防
治
山
、
路

網
整
備
等

③�　

水
産
分
野
：
漁
港
漁
場
整
備
、

漁
村
環
境
整
備
、
海
岸
保
全
施

設
整
備
等

３�

．
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
自

ら
の
裁
量
に
よ
り
地
区
ご
と
に

配
分
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
の
裁
量
で
地

区
間
の
融
通
が
可
能
で
す
。

Ⅳ�　

森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会

計
・
公
共
）

【
復
旧
・
復
興
対
策
５
，２
６
１

�

（
１
１
，３
６
２
）百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

放
射
性
物
質
を
含
む
土
砂
の
流
出

防
止
を
図
る
た
め
の
間
伐
・
路
網

整
備
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

避
難
指
示
区
域
が
解
除
さ
れ
た
市

町
村
を
中
心
に
、
航
空
レ
ー
ザ
計

測
に
よ
る
効
率
的
な
計
画
策
定
や

路
網
の
開
設
等
を
重
点
的
に
実
施

し
ま
す
。

・�

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被

災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再

生
を
実
施
し
、
国
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

・�

土
壌
を
保
持
す
る
能
力
等
が
良
好

に
保
た
れ
て
い
る
森
林
の
割
合
の

増
加

・�

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
を

平
成
23
年
か
ら
概
ね
10
年
間
で
完

了

◎〈
事
業
の
内
容
〉

　
・
森
林
整
備
事
業
（
復
興
対
策
）

１�

．
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り

　

特
用
林
産
物
の
出
荷
制
限
地
域

を
含
む
市
町
村
に
お
い
て
、
森
林

所
有
者
等
が
行
う
放
射
性
物
質
対

策
と
一
体
と
な
っ
た
間
伐
・
路
網

整
備
等
を
推
進
し
ま
す
（
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
で
は
、林
業
専
用

道
の
開
設
等
が
実
施
で
き
ま
す
）。

２�

．�

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
等
森

林
整
備
事
業
（
公
的
主
体
に
よ
る

間
伐
等
）

　

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
等
に

お
い
て
、
放
射
性
物
質
の
影
響
等

で
所
有
者
自
ら
で
は
整
備
が
進
め

が
た
い
森
林
に
つ
い
て
、
県
・
市

町
村
の
公
的
主
体
に
よ
る
間
伐
・

路
網
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
（
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
は
本
事
業

を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
）。

３
．
航
空
レ
ー
ザ
計
測
の
実
態

　

福
島
県
内
に
お
い
て
、
避
難
指

示
区
域
が
解
除
さ
れ
た
市
町
村
を

中
心
に
効
率
的
な
路
網
計
画
策
定

の
た
め
の
航
空
レ
ー
ザ
計
測
等
を

支
援
し
ま
す
。

　
・
治
山
事
業
（
公
共
）（
復
旧
対
策
）

１�

．�

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・

再
生

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
が
持
つ
潮
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害
の
防
備
、
飛
砂
・
風
害
の
防
備

等
の
災
害
防
止
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
生
育
基
盤
盛
土
の
造
成
、

植
栽
工
等
に
よ
り
、
海
岸
防
災
林

の
復
旧
・
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
６
月
末
ま
で
に
復
旧
を

令和３年度　林野庁関係予算概算要求の概要
１．総括表� 令和２年９月

区　　　　分
令和２年度
当初予算額

令和３年度
概算要求額

対前年度比

公共事業費
一般公共事業費
治山事業費
森林整備事業費
災害復旧等事業費

百万円

193,121
182,964
� 60,703
122,261
� 10,157

百万円

233,373
223,216
� 74,058
149,158
� 10,157

％

120.8
122.0
122.0
122.0
100.0

非公共事業費 107,479 114,911 106.9

合　　　　計 300,600 348,284 115.9

注１�　上記のほか、農山漁村地域整備交付金及び農山漁村振興交付金に、林野関係事業を措
置している。

　２�　令和２年度当初予算額は、「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」に係
る措置（臨時・特別の措置）を除いた額。

　３　計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。
　※�　防災・減災、国土強靱化緊急対策に係る経費や「総合的なTPP等関連政策大綱」を踏まえた

農林水産分野における経費については、予算編成過程で検討。

要
す
る
１
６
４
㎞
す
べ
て
に
つ
い
て

着
手
し
、
１
３
７
㎞
で
完
了
し
て
い

ま
す
。令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、福

島
県
の
原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
一

部
に
お
い
て
、
引
き
続
き
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

「
森
林
整
備・治
山
事

業
促
進
議
員
連
盟
」

総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

令
和
２
年
９
月
28
日
（
月
）、自
由
民

主
党
本
部
８
階
「
リ
バ
テ
ィ
２
・
３
」
に

お
い
て
、
山
口
俊
一
会
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
国
会
議
員
30
名
の
ご
出
席
の
も

と
、「
令
和
３
年
度
林
野
公
共
事
業
予
算

の
概
算
要
求
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し

て
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
会
長
の
挨
拶
の
後
、
嶋
﨑
会
長

が
発
言
を
求
め
ら
れ
、
災
害
が
多
発
す

る
中
、今
後
も
事
業
体
が
地
域
の
安
全
・

安
心
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
の
地
域
の
雇
用
の
受
皿
と

し
て
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
土
強
靱
化
３
か
年
緊
急
対
策
の
後
継

予
算
を
含
め
て
、
安
定
的
・
継
続
的
な

予
算
の
確
保
が
必
要
と
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
林
野
庁
の
小
坂
森
林
整
備
部

長
か
ら
、「
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
令
和

３
年
度
林
野
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
次
の
項
目
か
ら
な
る
「
令

和
三
年
度
当
初
予
算
等
に
お
け
る
林
野

公
共
事
業
予
算
に
関
す
る
決
議
」
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

〇　

�

国
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
て
、
荒
廃
山
地
の
復

旧
対
策
は
も
と
よ
り
、
被
害
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
事
前
防

災
・
減
災
対
策
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
治
山
事
業
予
算
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。

〇　

�

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源

の
適
切
な
管
理
の
実
現
に
向
け
て
、

森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
に
不
可

欠
な
間
伐
、
効
果
的
・
効
率
的
な

�

（
六
頁
へ
つ
づ
く
）
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茨城県林業土木事業協同組合の活動
―�茨城県林業土木事業協同組合�―

地方協会だより（22）

●
は
じ
め
に

　

茨
城
県
の
森
林
面
積
は
、
県
土
の
総

面
積
の
30
％
に
あ
た
る
18
万
７
千
ha
で

全
国
39
位
、
林
野
率
に
す
る
と
31
％
で

全
国
46
位
と
森
林
の
極
め
て
少
な
い
県

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
全
国
に
先
駆

け
て
人
工
造
林
を
進
め
た
結
果
、
人
工

林
率
は
54
％
と
全
国
平
均
の
46
％
よ
り

も
高
く
全
国
で
17
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
森
林
の
特
徴
は
、
県

北
部
の
山
岳
地
帯
を
中
心
と
し
た
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
に
加
え
て
、
県
南
部

に
広
が
る
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
の
平
地
林

地
帯
、
更
に
は
１
８
０
㎞
に
も
及
ぶ
海

岸
線
の
３
分
の
１
を
占
め
る
ク
ロ
マ
ツ

等
を
主
体
と
す
る
海
岸
林
地
帯
の
３
つ

に
区
分
さ
れ
る
特
色
あ
る
森
林
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
当
組
合
の
沿
革

　

当
組
合
の
前
身
で
あ
る
任
意
法
人

「
茨
城
県
林
業
土
木
協
会
」が
昭
和
59
年

３
月
に
設
立
さ
れ
て
、
治
山
・
林
道
技

術
力
の
向
上
に
係
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
協
会
員
の
た
め
の
共

同
購
買
事
業
や
労
働
災
害
を
防
止
す
る

た
め
の
共
同
安
全
衛
生
事
業
を
よ
り
強

力
に
推
進
す
た
め
の
組
織
を
立
ち
上
げ

る
よ
う
協
会
員
か
ら
の
声
が
高
ま
り
、

平
成
10
年
３
月
に
中
小
企
業
協
同
組
合

法
に
基
づ
く
林
業
土
木
事
業
協
同
組
合

を
設
立
し
、
以
前
の
林
業
土
木
協
会
の

業
務
も
包
括
す
る
組
織
に
改
編
し
た
も

の
で
、
令
和
２
年
３
月
末
で
は
75
社
の

組
合
員
を
有
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
活
動
状
況

　

①
安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

当
協
同
組
合
で
は
、
各
地
区
の
労

働
安
全
衛
生
活
動
を
積
極
的
に
行

う
た
め
に
、
山
地
部
と
海
岸
部
の
合

わ
せ
て
９
支
部
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
各
支
部
に
は
、
活
動
を
統
括

す
る
支
部
長
を
配
置
し
、
組
合
員
が

受
託
し
た
森
林
土
木
事
業
の
施
工
現

場
に
お
い
て
労
働
安
全
衛
生
の
向
上

を
図
る
た
め
、
支
部
長
を
軸
と
し
て

数
社
の
地
区
組
合
員
が
チ
ー
ム
を
つ

く
り
不
定
期
に
現
場
に
立
ち
入
っ

て
、
労
働
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
状
況
や
労
働
条
件

の
チ
ェ
ッ
ク
、
更
に
は
現
場
内
の
整

理
整
頓
状
況
等
も
把
握
し
、
不
適
切

と
思
わ
れ
る
現
場
に
お
い
て
は
現
場

代
理
人
に
改
善
等
を
指
示
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ

り
、
パ
ト
ー
ロ
ー
ル
を
す
る
側
、
さ

れ
る
側
の
安
全
意
識
が
高
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
森
林
土

木
事
業
に
係
る
労
働
災
害
は
皆
無
の

状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

②
要
望
活
動
の
実
施

　

森
林
関
係
団
体
と
連
携
し
、
国
会

議
員
を
始
め
県
議
会
議
員
、
更
に
は

県
の
行
政
機
関
等
に
対
し
て
治
山
事

業
、
林
道
事
業
等
の
予
算
の
拡
大
や

事
業
の
推
進
な
ど
の
要
望
活
動
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

③
県
産
材
の
利
用
促
進
の
実
施

　

公
共
事
業
等
で
の
県
産
材
利
用
拡

大
を
図
る
た
め
、
県
森
林
組
合
連
合

会
等
と
連
携
し
木
製
の
看
板
・
誘
導

板
、
更
に
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
丸
棒

加
工
材
の
利
用
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動

と
共
同
購
買
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
り
、
例
年
よ
り
１
ヶ
月
遅

れ
て
令
和
３
年
度
の
予
算
要
求
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
例
年
に
な
く
、
短
期

決
戦
で
の
予
算
編
成
作
業
と
な
り
ま
す

が
、
国
土
強
靱
化
３
か
年
緊
急
対
策
の

後
継
予
算
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
重
要

な
局
面
で
す
の
で
、
引
き
続
き
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

○
11
月
18
日

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い

（
東
京
都
港
区　

赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ

ィ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ａ

ｉ
ｒ
４
階
）

「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委
員
会

（
東
京
都
千
代
田
区　

永
田
町
ビ
ル

４
階
）

○
11
月
25
日
～
27
日

「
全
森
建
」森
林
土
木
総
合
技
術
研
修

（
東
京
都
港
区　

三
会
堂
ビ
ル　

９

階
）

「
千
里
浜
海
岸
と
海
岸
保
安
林
」

　

千
里
浜
海
岸
は
、
能
登
半
島
国
定
公

園
内
に
位
置
し
、「
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
イ
」
は
、
国
内
で
唯
一
、
砂

浜
を
車
で
走
る
こ
と
が
で
き
る
全
長
約

８
㎞
の
海
岸
で
、
県
内
外
か
ら
ド
ラ
イ

ブ
を
楽
し
む
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
砂
浜
の
浸
食
が
進
み
、
海
岸

線
が
後
退
し
て
お
り
、
県
と
地
元
市
町
、

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
再
生
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
並
行
す
る
飛
砂
防
備
保
安
林

も
冬
期
風
浪
や
マ
ツ
ク
イ
虫
被
害
な
ど

に
対
し
、
後
方
の
「
の
と
里
山
海
道
」

や
市
街
地
等
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画

的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

写
真
提
供
：
石
川
県
森
林
土
木
協
会

木
材
の
安
定
供
給
を
は
じ
め
災
害

時
の
避
難
対
策
に
も
資
す
る
幹
線

林
道
等
の
路
網
整
備
、
主
伐
後
の

確
実
な
再
造
林
な
ど
多
様
で
健
全

な
森
林
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
森
林
整
備
予
算
の
拡
充

を
図
る
こ
と
。

〇　

�

本
年
度
で
終
了
と
な
る
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３

か
年
緊
急
対
策
」
後
も
中
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
必
要
・
十
分
な
予

算
を
別
枠
で
確
実
に
確
保
す
る
と

と
も
に
、
補
正
予
算
も
含
め
、
国

土
強
靭
化
に
向
け
林
野
公
共
事
業

予
算
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
る
こ

と
。

○　

�

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
の

地
方
自
治
体
等
へ
の
支
援
体
制
の

強
化
や
現
場
で
の
予
防
・
復
旧
対

策
の
確
実
な
実
施
等
の
た
め
、
人

材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
こ
と
。

○　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
拡
大
に
よ
り
疲
弊
し
た
山
村
の

地
域
経
済
を
回
復
さ
せ
、
地
域
の

存
立
基
盤
で
あ
る
森
林
・
林
業
を

下
支
え
し
て
い
く
た
め
に
も
、
雇

用
対
策
に
も
資
す
る
林
野
公
共
事

業
を
、
事
態
収
束
後
も
見
据
え
な

が
ら
推
進
す
る
こ
と
。こ
の
際
、感

染
症
対
策
を
契
機
と
し
た
無
人

化
・
省
力
化
・
非
接
触
型
等
の
技

術
導
入
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
。

○　

�

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
自
然
的
・

社
会
的
条
件
が
不
利
な
森
林
の
整

備
を
推
進
す
る
と
い
う
新
た
な
需

要
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
既
存
の
財
源
の
代
替
と
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
林
野
公
共
事
業
予
算

が
め
り
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

　

総
会
終
了
後
、
山
口
会
長
を
は
じ
め

多
数
の
出
席
議
員
に
よ
り
、
財
務
省
主

計
局
長
に
対
す
る
要
望
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
森
建
と
し
て
は
、
今
後
も

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
令
和
３

年
度
予
算
等
の
確
保
に
向
け
て
さ
ら
に

要
望
活
動
を
強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

林
業
関
係
団
体
が

野
上
浩
太
郎
農
林
水

産
大
臣
を
表
敬
訪
問

　

９
月
29
日（
火
）、
林
業
関
係
団
体
は
、

菅
新
内
閣
で
農
林
水
産
大
臣
に
就
任
さ

れ
た
野
上
浩
太
郎
氏
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

全
森
建
か
ら
は
山
藤
副
会
長
が
出
席

し
、
協
会
の
役
割
を
含
め
、
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

（
四
頁
よ
り
つ
づ
く
）


